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TX-P 1使用許諾契約書 
 
 

 この度は、TX-P1 をご利用いただき、誠にありがとうございます。 

（株）アイエイアイ（以下「甲」という）が作成したソフトウェア・プログラムTX-P1 のご使用

にあたり、以下の契約に御同意戴きます。本契約に御同意戴けない場合は、TX-P1 をお客様の

パソコンから直ちに削除して戴きます。 

 
１．本契約はお客様がTX-P1 の使用を始めたときから発効します。 
２．TX-P1 に関する著作権は、甲が保有します。 
３．お客様は甲製 TX を用い、お客様自身に限り、自己の業務上の目的にのみTX-P1 を使用する

ことができます。 
４．甲の書面による事前の同意を得なければ、TX-P1 および付属文書の複製、改変、他への引用

はできません。 
５．お客様が TX-P 1 を使用された結果の影響については、甲は免責とさせていただきます。

（TX-P1 免責事項 参照）TX-P1 の使用によりお客様にいかなる損害が発生したとしても、

甲に対して賠償を求めることはできません。 
６．お客様が本条項に違反された場合や本契約を継続しがたい重大な事由がある時は、甲は直ちに

使用許諾を解除できるものとします。 
７．甲はTX-P1 に関するすべての仕様について、事前の通知なしに変更できるものとします。ま

たTX-P1 に関するいかなる保証も行わないものとします。 
 
 
 
 

  TX-P1 免責事項   
 
 
●TX-P1 をご使用されたことによって、お客様のパソコン本体および周辺機器やデータなどに何

らかのトラブルや損害が生じたとしても、当社では一切責任をおいかねます。このことをご理解い

ただいたうえで、TX-P1 をご利用下さい。 
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はじめに 
 

TX-P1 は、㈱アイエイアイのTX をサポートするパソコン用ソフトウェアです。 
TX はジョグボックスにより位置のティーチングも可能ですが、TX-P1 を使用すること、設

定値などが見やすく、より簡単な位置データの編集やパラメータの編集を行うことができます。

また、編集したデータをファイルに保存したり、印刷したりすることができます。 
本ソフトにより、TX が皆様により使いやすいものと感じていただけることと思います。 
 

 
 
 
 
 

TX-P1 ご使用の際の注意事項 
 
● TX コントローラに通信ケーブルを接続および取り外しする際は、必ず TX コントローラの電

源を OFF にしてください。 
 
● TX コントローラとお客様のパソコンでデータ通信を行う際は、当社指定の通信ケーブル

（TA-P1-CAB）をご使用下さい。 
 
● TX コントローラとお使いのパソコンがデータ通信を行っている際は、TX コントローラの電源

を OFF にしないでください。またデータ通信中に通信ケーブルがはずれたりしないよう、通

信ケーブルはしっかりと接続してください。 
 
● 取扱説明書の中に、「ブレーキ」という表現があります。現段階ではブレーキは使用しており

ませんが、将来使用する可能性があります。「ブレーキ」に関しての設定は変更しないで下さ

い。また設定を変更されますと正常に動作しない可能性がありますので、ご注意下さい。 
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TX-P1 概要 
 
TX-P1 のサポートする機能を以下に簡単に説明します。 
 

◆位置データの編集（データ編集モード） 

数値を直接入力したり、コントローラから位置データ(速度・加速・出力・位置)を読み込んで、

編集を行います。編集した位置データは、ファイルに保存したり、印刷することができます。 
また位置は原点からのパルス数または mm 単位のどちらでも設定することができます。 

位置を mm 単位で表示および入力することができます。ｍｍ単位での表示および入力について

の詳細は、P.17 および P.18(下)を参照してください。 
 

◆パラメータの編集（データ編集モード） 

TX コントローラのパラメータの編集が可能です。編集したパラメータは、ファイルとして保存

したり、印刷することができます。 
 

◆通信機能（データ編集モード） 

TX コントローラと通信をし、データの読み込み、書き込みなどが可能です。 
具体的には、 
① 位置データの読み込み・書き込み 
② パラメータの読み込み・書き込み 
③ 位置データ・パラメータのデータ照合 
が、可能です。また通信機能を使い、I／O のモニターや出力ポートの変更も可能です。 

 

◆モニター機能（データ編集モード） 

I／O の状態を表示します。（データ編集モードでのみ可） 
 

◆モード切り替え 

TX コントローラの動作モードの切り替えが可能です。 
 

◆TX 選択移動（移動モード） 

TX を任意の位置 No へ１ヶ所ずつ移動させることができます。 
 

◆TX 連続移動（移動モード） 

TX を移動させたい移動位置 No を最大 15 カ所まで指定し、順番に連続で移動させることがで

きます。また、次の移動までにタイマー(100msec 単位)を入れることができます。 
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TX-P1 動作環境 
 

TX- P1 を動作させるためには、以下の環境が必要です。 

 

◆対応するパソコン機種 
本ソフトが動作するのを確認された機種は以下の通りです。 
Windows95、Windows98、Windows2000 が動作する機種 
・IBM PC、および PC/AT 互換機(DOS/V) 

 

◆ＣＰＵ＆メモリ 
i80486 以上および同等の互換品（ペンティアム 90MHz 以上を推奨） 
拡張メモリ 32MB 以上（64MB 以上を推奨） 

 

◆対応ＯＳ 
本ソフトの動作が確認されているＯＳは以下の通りです。 
Windows95 
Windows98 
Windows2000 

 
※ 上記 OS であってもパソコンの機種によっては、正常に動作しない場合もあります。 
 

◆ハードディスク空き容量 
空き容量 10MB 以上 

 

◆ディスプレイ 
解像度 800×600 以上（1024×768 以上を推奨） 
カラー256 色以上 

 

◆シリアルポート(RS-232C) 
RS-232C シリアルポート COM１～９までのいずれかが使用可能であること 
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TX-P1 インストール方法 
 
 TX-P1 は、パソコンのハードディスクにインストールして使用します。ここでは、TX-P1 のイン

ストール方法を説明します。 
 
 
①フロッピードライブに本ソフトのディスク１を挿入します。 
②ディスク１にある setup.exe を実行してください。 
③インストールプログラムが実行されます。メッセージに従って操作してください。 
④インストールプログラムが終了すると、スタートメニューのプログラム(P)→IAI→ 
  TX PC-Software という項目が作成され、その項目を選択することにより本ソフトが起動します。 
 
 
 
 

TX-P1 起動方法 
 

 
①コントローラ及びパソコンの電源を OFF にして、付属のケーブルで、コントローラとパソコンを  
 接続します。 
②コントローラ及びパソコンの電源を投入し、Windows を起動します。 
③本ソフトを起動します。
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 通信ケーブル接続方法 
 
●パソコン側 
通信ケーブル(TA-P1-CAB)の DSub9 ピンコネクタを、パソコンのシリアルポート（COM１～

３）につないでください。 
シリアルポートが Dsub9 ピンでない場合は、変換コネクタを使用して接続してください。 
（変換コネクタは弊社では扱っておりません） 

 
●TX コントローラ側 
通信ケーブル(TA-P1-CAB)の MiniDin 側をコントローラに接続してください。接続するときは、

コントローラ本体を手で押さえながら、そっとコネクタを差し込んで下さい。 
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TX-P1 画面について 
 
●画面各部の名称と大まかな機能を解説します。 

 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①メニューバー 

 各コマンドを実行するメニュー

を表示します。（P.12 参照） 

②ツールバー 

 コマンドを実行するボタンです。よく使うもの

だけ用意されており、１回クリックするだけで実

行できます。（P.13 参照） 

③移動モード フレーム 

 TX の移動を行うことが

できます。（P.16 参照） 

④データ編集モード

フレーム 

 TX データ（速度・加速

度・出力・位置）の編集を

行います。（P.17 参照） 

⑥ステータス フレーム 

 エラー発生時にエラー内容を表示しま

す。また RS-232C シリアルポートの状態

や TX の原点復帰の完了を知らせます。

（P.14 参照） 

⑤モード選択 フレーム 

 「③移動モード」と「④データ編

集モード」の切り替えを行います。

（P.15 下 参照） 

⑦ステータスバー 

 コントローラのバージョンや

日時をなどを表示します。 
（P.15 参照） 
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各動作モードでの画面 
 
 TX-P1 の動作モードには、「移動モード」と「データ編集モード」との２つがあります。それぞ

れの動作モードを[モード切り替えボタン]で切り替えます。 
 

１．データ編集モードでの画面 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 データ編集モードでの操作については、「データ編集モード」(P.17)を参照してください。 
 

「移動モード」フレーム

内は無効となり、操作で

きなくなります。 

「データ編集モード」フ

レーム内は、有効になり

操作可能になります。 

データ編集モードでは、「データ編集モード」の文字

は太字、背景色は白になります。 

「メニュー」と「ツールバー」は表示され、操作が可能です。 
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２．移動モードでの画面 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 移動モードでの操作については、「移動モード」(P.16)を参照してください。 
 

「メニュー」と「ツールバー」は無効になり、操作できなくなります。

「移動モード」フレーム

内は有効となり、移動位

置 No の入力やボタン操

作が可能となります。 

「データ編集モード」フ

レーム内は、無効になり

操作ができなくなりま

す。 

移動モードでは、「移動モード」の文字は太字、背景

色は白になります。 
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メニューバー 
 
各メニューの簡単な説明をします。詳しくは、それぞれの説明を参照してください。 
 

ファイル 
全消去＆新規作成  ：表のデータを消去し、新規にデータを作成します（P.22） 
開く   ：保存されている位置データを開きます（P.22） 
コントローラから読み込み ：コントローラ内の位置データを読み込みます（P.22） 
上書き保存  ：表の位置データをファイルに上書き保存します（P.23） 
名前を付けて保存  ：表の位置データに名前を付けて保存します（P.23） 
コントローラに書き込み ：表の位置データをコントローラに書き込みます（P.24） 
データ照合  ：表の位置データとコントローラ内データの照合をします   
                          （P.25） 
プリンター設定  ：プリンターの設定をします（P.25） 
印刷   ：位置データやパラメータの印刷をします（P.26） 
終了   ：TX-P1 を終了します（P.26） 

 
 
 
 

表示 
ツールバー  ：ツールバーの表示／非表示を切り替えます（P.27） 
ステータスバー  ：ステータスバーの表示／非表示を切り替えます（P.27） 
入出力（入出力の状態） ：入出力の状態を表示します（P.27） 
入出力（出力の変更） ：出力の変更を行います（P.27） 
パラメータ  ：パラメータ編集ウィンドウを表示します（P.28） 
オプション  ：オプションウィンドウを表示します（P.29） 
コントローラのバージョン ：コントローラのバージョンを表示します（P.29） 

 
 

コントローラモード変更 
通信モード  ：TX コントローラを通信モードに切り替えます（P.30） 
外部起動モード  ：TX コントローラを外部起動モードに切り替えます（P.30） 

 
 

ヘルプ 
目次   ：TX-P1 のヘルプを表示します（P.30） 
バージョン情報  ：TX-P1 のバージョン情報を表示します（P.30） 
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ツールバー 
 

        ①       ③        ⑤       ⑦ 

 
 
 
 

 

          ②       ③        ⑥ 

 

①全消去＆新規作成 

位置データを新規に作成します。  →[メニュー]－[全消去＆新規作成]と同じ 

②ファイルを開く 

位置データファイルを開きます。  →[メニュー]－[ファイル開く]と同じ 

③上書き保存 

位置データをファイルに保存します。 →[メニュー]－[上書き保存]と同じ 

④印刷 

位置データ・パラメータを印刷します。 →[メニュー]－[印刷]と同じ 

⑤コントローラから読み込み 

コントローラから位置データを読み込みます。→[メニュー]－[コントローラから読み込

み]と同じ 

⑥コントローラへ書き込み 

位置データをコントローラへ書き込みます。→[メニュー]－[コントローラへ書き込み]と
同じ 

⑦データ照合 

画面の表に表示されている位置データと、コントローラ内またはファイルに保存されてい

る位置データを照合します。   →[メニュー]－[データ照合]と同じ 
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ステータス 
 

 
     ①使用機種 
      
     ②使用機種変更ボタン 
      
     ③ファイル名 
     ④アラームの有無やアラーム内容の表示 
      
     ⑤アラームリセットボタン 
      
     ⑥原点復帰の完了表示 

    
   ⑦シリアルポートの状態表示 

    
 
①使用機種 
 選択されているアクチュエータの機種を表示します。 
②使用機種変更ボタン 
 使用する機種を変更する場合に、ボタンをクリックして下さい。 
③ファイル名 
 データを読み込んだときや、保存したときにそのファイル名が表示されます。 
 保存されていない場合は「新規作成」、コントローラから読み込んだ場合は「コントローラ内

ﾃﾞｰﾀ」と表示されます。 
④アラームの有無やアラーム内容の表示 

●ランプ色：赤・・・アラーム 
       ：緑・・・アラームなし 
  ● Ｎｏ ：アラームの内容と、その下にアラーム No を表示します。 
⑤アラームリセットボタン 
アラームになったときに、TX コントローラをリセットします。もしリセットボタンを押して

も、アラームが消えないときは一度 TX コントローラの電源を切り、再度電源を投入してくださ

い。 
⑥原点復帰の完了表示 
  ●ランプ色：白・・・原点復帰 未完了（原点復帰を行った後に、本ソフトを起動させた場

合などは、表示が正しくないことがあります） 
        緑・・・原点復帰 完了 （ソフトを起動後、TX コントローラの電源を切っ

た場合など、表示が正しくないことがあります） 
⑦シリアルポートの状態表示 
  ●ランプ色：白・・・シリアルポート(RS-232C)が通信していない状態 

（通信ポートが閉じています。） 
        緑・・・シリアルポート(RS-232C)が通信している状態 
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ステータスバー 
 
  

①コントローラのバージョン情報                    ④日付  ⑤時間 
         ②1mm 移動するために必要なパルス数 

                     ③１パルスで移動できる距離 
①コントローラのバージョン情報 
 TX コントローラのバージョンを表示します。 

例：コントローラのバージョン 120 
（コントローラからバージョン情報の収得に失敗すると、「バージョン情報 なし」が表示

されます。） 
②1mm 移動するために必要なパルス数 
 選択している機種で、1mm 移動する際に必要なパルス数を表示します。 
③１パルスで移動できる距離 
 選択している機種で、１パルスで移動できる距離を表示します。 
④日付 
 現在の日付を表示します。 
⑤時間 
 現在の時間を表示します。 

 
 

モード選択 
 
TX-P1 の動作モードには、「データ編集モード」と「移動モード」の二つのモードがあります。

この二つのモードの切り替えを行います。 
 動作モードの切り替えは、モード選択の[モード切替]ボタンで行います。 

 
 
 
   モード切り替えボタン 
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移動モード 
 
移動モードでは、位置を指定して TX を移動させることができます。その際に、連続移動と選択

移動の２種類の移動が選べます。 
 

◆連続移動 

移動させたい位置 No を入力し、[移動]ボタンを押すと、位置 No を指定した順番に連続で移動

させることができます。 

 
 入力された位置への移動を終えると移動は終了し、TX は停止します。くり返し移動させたい場

合は、「くり返し」にチェックを付けてください。 
 また、次の移動までに時間をおきたい場合は、「タイマー」にチェックを付けて、停止時間を

100msec 単位で入力してください。 
（例：１秒間の停止をさせたいときは、「10」と入力してください。） 
 連続移動から Step 移動に切り替えると、入力した順番に１ヶ所ずつ移動させることができます。 

  [ 1 to F ]・・・表中に１からＦまで順番に入力したいときに、クリックして下さい。 
 

◆選択移動 

任意の位置 No を選択し、[移動]ボタンを押すとその位置 No に移動させることができます。 

 
 [原点復帰]ボタンを押すと、原点復帰を行います。 

 

移動完了位置 No 

TX が移動を完了した時、その位置 No を表示します。（原点復帰後は、「H0」と表示されます） 
 

出力 

TX が移動を完了した時に、その位置 No の出力状態を表示します。出力が ON のときは、緑色

になり、OFF の時は白色になります。 
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データ編集モード 
データ編集モードでは、位置データ(速度・加速・出力・位置)の編集を行います。また、パラメ

ータウィンドウを表示させ、パラメー

タの編集を行うこともできます。 
位置データとパラメータは、ファイ

ルから読み込んだり、コントローラか

ら読み込むことができます。また、編

集した位置データやパラメータは、フ

ァイルに保存したり、コントローラに

書き込むことが可能です。 
 
 
 
 

◆位置データの編集 
 各位置 No 毎に速度・加速・出力・位置を設定してください。 

 項   目 設定内容と入力制限など 
●速   度 ：各位置 No へ移動する時の速度を設定します。 

値は１～３までの３段階で指定して下さい。 
（３が最高速度） 

●加   速 ：位置 No へ移動する時の加減速を設定します。 
値は１～３までの３段階で指定して下さい。 
（３が最高加速） 

●出   力 
(OUT) 

：各位置 No への移動後の出力を設定します。 
値は０～３までの４段階で指定して下さい。 

 ０--出力なし 
 １--出力１のみ ON 
 ２--出力２のみ ON 
 ３--出力１・２の両方 ON 

●位   置 
 （パルス） 

：各位置 No の位置を原点側からのパルス数で設定します。値は０～

機種別設定最高値(パラメータ ｽﾄﾛｰｸ長(ﾊﾟﾙｽ)で設定された値)まで

です。位置はパルスで入力しても、mm で入力してもかまいません。 
●位   置 
 （mm） 

：各位置 No の位置を原点側からの距離(mm)で設定します。値は０～

選択機種ｽﾄﾛｰｸ(mm)までです(TX-35H-150 なら、150 まで)。 
●コメント ：各位置 No のコメントを入れたい時に入力してください。入力の際

に、入力するセルをダブルクリックするか、一度スペースキーを押

してから入力するとうまく入力できます。入力文字数は最高で 20
文字です。 

※ 位置の入力は、パルスまたは mm のどちらで入力してもらっても、かまいません。パルス

で入力したときは、位置(mm)を自動的に計算して表示します。また mm で入力した際に

は、パルス数を自動で計算して表示します。 
※ 位置(mm)は少数第３位まで入力できますが、計算上の数値であり精度を保証するものでは

ありません。あくまでも目安として御使用下さい。 
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コマンドボタンについて（データ編集モード） 

 

[ファイルを開く] 

保存されている位置データファイル(*.txd)を読み込み、表示します。 
またデータ保存時に移動モード枠内の連続移動位置 No があった場合は、そのデータも一緒

に一緒に読み込み、表示します。 
TA PC-Software で作成したデータも読むことができます。 
→[メニュー]－[開く]と同じ（P.22 参照） 
 

[ファイルへ保存] 

位置データ（速度、加速、出力、位置）と、移動モード枠内の連続移動位置 No を上書き保存

します。もし、ファイル名がついていない場合（タイトルバーの表示が[新規作成]の時）は、

ファイル名を聞いてきますので、ファイル名を付けて保存して下さい。 
 
→[メニュー]－[上書き保存]と同じ（P.23 参照） 
 

[コントローラから読込み] 

コントローラ内の位置データ（速度、加速、出力、位置）を読み込みます。 
→[メニュー]－[コントローラから読み込み]と同じ（P.22 参照） 
 

[コントローラへ書込み] 

表の位置データ（速度、加速、出力、位置）をコントローラに書き込みます。 
また、速度・加速・出力・位置のすべてのデータが入力されていない位置 No のデータは、

コントローラに書き込まれません。 
→[メニュー]－[コントローラに書き込み]と同じ（P.24 参照） 
 

[データ照合] 

表のデータとコントローラ内データまたはファイルに保存されたデータの照合をします。 
→[メニュー]－[データ照合]と同じ（P.25 参照） 
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◆パラメータの編集 
※パラメータは、機種別に適正な値を設定していますので、基本的には変更しないで下さい。変

更されますと、正常に動作しなくなる可能性があります。 
★印がついているものは、変更しないで下さい。 

 
[メニュー]－[表示]－[パラメータ]で、パラメータウィンドウを表示します。 

パラメータは、各種の設定を行います。パラメータ編集では、コントローラからのパラメータを

読み込んだり、コントローラへ書き込んだり、データの照合を行うことができます。 
以下にそれぞれのパラメータについて示します。 
 

１．ストローク長 

 現在使用しているデバイスでの最大送りパルスを指定します。設定可能値は０～機種別スト

ローク長までです。ストローク長の設定が分からないときは、[計算]ボタンを押して、使用機

種のストロークとリードの値を入力して計算することができます。 
 ある一定値以上 TX を移動させたくないときなど、ソフトリミットとして使用することもで

きます。 
 

２．原点オフセット ★ 

原点復帰時のメカエンドからのオフセット量を設定します。設定可能値は、1～700 です。 
 

３．原点押し込み量 ★ 

原点 LS からメカエンドにぶつかるまでのパルス数を指定します。設定可能値は、1～255
です。 
※ 原点押し込み量を変更されますと、原点復帰後に LS が抜けずに、アラームになること

があります。 
 

４．原点復帰後出力 ★ 

原点復帰後の出力とブレーキの設定をします。設定値は以下の通りです。 
（※ 現在ブレーキは使用していませんが、将来使用する可能性があります。ブレーキに関し

ては変更を行わないで下さい。変更されると正常に動作しない可能性があります。） 
  OUT の設定 

設定値 設    定    内    容 
０ 出力１と２の両方が OFF 
１ 出力１のみ ON 
２ 出力２のみが ON 
３ 出力１と２の両方が ON 
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  ブレーキの設定（設定を変更しないで下さい） 

設定値 設    定    内    容 
０ ブレーキを使用しない 
１ ブレーキのみ使用 
２ 電流制限(カレントダウン)のみ使用 
３ ブレーキ・電流制限(カレントダウン)の両方使用 

 

５．原点復帰戻り速度 ★ 

原点復帰速度を設定します。設定可能値は、１～16 です。 
数値が大きくなるほど速度は遅くなります。 

 

６．オフセット移動速度 ★ 

 原点復帰時に原点からオフセットに移動するときの速度を設定します。 
設定可能値は、１～16 です。数値が大きくなるほど速度は遅くなります。 

 

７．速度設定１ 

 速度「１」での速度を設定します。設定可能値は、１～60 です。 
数値が大きくなるほど、速度は速くなります。 

 

８．速度設定２ 

速度「２」での速度を設定します。設定可能値は、１～60 です。 
数値が大きくなるほど、速度は速くなります。 

 

９．速度設定３ 

速度「３」での速度を設定します。設定可能値は、１～60 です。 
数値が大きくなるほど、速度は速くなります。 

 

10．垂直仕様  

コントローラが垂直（Ｖ）仕様の時に設定を変更します 
設定値： コントローラ仕様 
０ ： 標準仕様  

   １ ： 垂直仕様 
 

11．電流制限解除時間 ★ 

現在は使用していませんが、将来使用する可能性があります。設定を変更しないで下さい。

設定を変更されると、正常に動作しなくなる可能性があります。 
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11．ブレーキ解除時間 ★ 

現在は使用していませんが、将来使用する可能性があります。設定を変更しないで下さい。

設定を変更されると、正常に動作しなくなる可能性があります。 
 

12．ブレーキ作動時間 ★ 

現在は使用していませんが、将来使用する可能性があります。設定を変更しないで下さい。

設定を変更されると、正常に動作しなくなる可能性があります。 
 ※ 各コマンドボタンについては、P.29 を参照してください。 
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                TX-P1 メニュー解説                   
 
 
 ここからは、メニューの各項目の内容について解説していきます。 
 

[全消去＆新規作成]   [ファイル]－[全消去＆新規作成] 

現在表示中の位置データを全消去し、新規にデータを作成する時にクリックして下さい。現

在表示されている移動モードフレーム内の連続移動位置 No と、データ編集フレーム内の位置

データがすべて消去されます。 
位置データに変更があった場合は、データを保存するか聞いてきます。保存する場合は、「は

い」を、保存しない場合には「いいえ」をクリックして下さい。 
 

※このコマンドは[データ編集モード]時のみに、実行可能です。 
実行する際は、[データ編集モード]にモード変更して下さい。 

 
 

[開く]     [ファイル]－[開く] 

位置データファイル(*.txd)を読み込み、表示します。 
またデータ保存時に移動モード枠内の連続移動位置 No があった場合は、そのデータも一緒に

読み込み、表示します。 
 
 
※このコマンドは、[データ編集モード]時のみに実行可能です。 

実行する際は、[データ編集モード]にモード変更して下さい。 
 

 

[コントローラから読み込み]  [ファイル]－[コントローラから読み込み] 

TX コントローラから、位置データ（速度、加速度、出力、位置）を読み込みます。 
データ読み込み後に、タイトルバーの表示に「コントローラ内データ」と表示されます。 
ただし、コントローラ内にコメントは保存されていないので、表示されません。 

 
 

※このコマンドは、[データ編集モード]時のみに実行可能です。 
実行する際は、[データ編集モード]にモード変更して下さい。 
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                TX-P1 メニュー解説                   
 
 

[上書き保存]    [ファイル]－[上書き保存] 

位置データ（速度、加速度、出力、位置）と、移動モードフレーム内の連続移動 
位置 No を上書き保存します。 
もし、ファイル名がついていない場合（タイトルバーの表示が[新規作成]の時）は、 
ファイル名を聞いてきますので、ファイル名を付けて保存して下さい。 

 
[参考] 
●データ編集モードフレーム内の[ファイルへ保存]をクリックした時と同じ動作をします。 
●ツールバーの[上書き保存]アイコンをクリックした時と同じ動作をします。 

 
※このコマンドは、[データ編集モード]時のみに実行可能です。 

実行する際は、[データ編集モード]にモード変更して下さい。 
 
 

[名前を付けて保存]    [ファイル]－[名前を付けて保存] 

位置データ（速度、加速度、出力、位置、コメント）と、移動モードフレーム内の 
連続移動位置 No を、ファイルの名前を指定して保存します。 

 
[参考] 
位置データファイルの拡張子は、(.txd)です。 
ファイル名を“data1”として保存した場合、“data1.txd”として保存されます。 
また位置はパルス数で保存されます。 

 
 

※このコマンドは、[データ編集モード]時のみに実行可能です。 
実行する際は、[データ編集モード]にモード変更して下さい。 
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                TX-P1 メニュー解説                   
 
 

[コントローラに書き込み]  [ファイル]－[コントローラに書き込み] 

データ編集モードフレーム内に表示されている位置データ（速度・加速度・出力・位置）を、

コントローラに転送します。転送中は「データ転送中」の表示が現れ、書き込みの進行度が表

示されます。 
転送する際は、お使いのパソコンと TX コントローラが通信ケーブルで接続されていること

を確認して下さい。通信ケーブルで接続されていない状態で、実行してしまったときは、５～

10 秒くらいで通信ケーブル接続の確認メッセージが表示されますので、[OK]ボタンをクリッ

クしてから、通信ケーブルを接続し再度実行して下さい。 
また、速度・加速度・出力・位置のすべてのデータが入力されていない位置 No のデータは、

コントローラに転送されません。 
 
 
[参考] 
データが入力されていてもデータが転送されない時には、以下に示す項目をチェックしてみて

下さい。 
●速度・加速度・出力・位置のデータが、すべて半角文字で入力されているか？ 
●入力されている値が、入力許容範囲内であるか？ 

 
 
※このコマンドは、[データ編集モード]時のみに実行可能です。 

実行する際は、[データ編集モード]にモード変更して下さい。 
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                TX-P1 メニュー解説                   
 
 

[データ照合]    [ファイル]－[データ照合] 

データ照合には、「ファイルと照合」と「コントローラと照合」の２種類があります。 
以下それぞれについて説明します。 

 

◆ファイルと照合 

データ編集モードフレーム内に表示されている位置データ（速度・加速度・出力・位置）と

ファイルに保存された位置データとの照合を行います。TX コントローラとの通信は行いませ

んので、通信ケーブルが接続されていなくても実行可能です。 
 

◆コントローラと照合 

データ編集モードフレーム内の表に表示されている位置データ（速度・加速度・出力・位置）

と、コントローラ内の位置データとの照合を行います。実行する時は、お使いのパソコンと

TX コントローラを接続ケーブルで接続して下さい。 
 

 
[参考] 
「コントローラと照合」は、TX コントローラとの通信を行いますので、通信ケーブルが必要

となります。ケーブルを接続してない状態で実行してしまったときは、５～10 秒後に通信ケー

ブル接続確認のメッセージが表示されますので、[OK]ボタンをクリックして下さい。通信ケー

ブルを接続後、再度実行して下さい。 
 

※このコマンドは、[データ編集モード]時のみに実行可能です。 
実行する際は、[データ編集モード]にモードを切り替えて下さい。 

 
 

[プリンター設定]    [ファイル]－[プリンター設定] 

プリンターの設定を行います。お使いになるプリンターを選択して下さい。 
 
※このコマンドは、[データ編集モード]時のみに実行可能です。 

実行する際は、[データ編集モード]にモード変更して下さい。 
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                TX-P1 メニュー解説                   
 
 

[印刷]      [ファイル]－[印刷] 

位置データ（速度・加速度・出力・位置・コメント）とパラメータで、選択された 
データを印刷します。 

◆位置データ 

① 位置データ(速度・加速・出力・位置)の印刷を行うときは、位置データのチェックボッ

クスをクリックし、チェックをつけてください。 
② データ編集モードフレーム内に表示されたデータ、または任意の位置データファイルの

値のどちらを印刷するか選択してください。任意の位置データファイルを印刷する場合

は、ファイルを選択してください。 
 
[参考] 
コントローラ内の位置データを印刷したい場合は、データ編集モードで[コントローラから読

み込み]を行い、画面に位置データを表示させてから、印刷を行ってください。 
 

◆パラメータ 

① パラメータの印刷を行う場合は、パラメータのチェックボックスをクリックし、チェッ

クをつけて下さい。 
② コントローラ内のパラメータ、または任意のパラメータファイルのどちらを印刷するか

を選択してください。任意のパラメータファイルを印刷する場合は、ファイルを選択し

てください。 
 
[参考] 

コントローラ内のパラメータを印刷する際は、TX コントローラと通信を行います。お使いの

パソコンと TX コントローラが通信ケーブルで接続されているのを確認してから、実行してくだ

さい。 
 
※このコマンドは、[データ編集モード]時のみに実行可能です。 

実行時する際は、[データ編集モード]にモード変更して下さい。 
 
 
 

[終了]      [ファイル]－[終了] 

TX-P1 を終了します。 
位置データに変更があった場合は、保存するか聞いてきますが、変更がなかった場合はそのま

ま終了します。 
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                TX-P1 メニュー解説                   
 
 

[ツールバー]     [ファイル]－[表示]－[ツールバー] 

画面のメニュー下に表示されているツールバーを非表示にしたい場合は、クリック 
して下さい。 
またツールバーが表示されていない場合は、クリックしてチェックを付けて下さい。 

 

[ステータスバー]    [表示]－[ステータスバー] 

画面の一番下に表示されているステータスバーを非表示にしたい場合は、クリックして 
下さい。 
またステータスバーが非表示の時、クリックするとステータスバーが表示されます。 

 

[入出力]      [表示]－[入出力] 

◆入出力の状態 
入出力の状態をモニターし、表示します。実行時は、TX コントローラと通信を行い 
ますので、お使いのパソコンと TX コントローラを通信ケーブルで接続してから実行 
して下さい。 

[参考] 
非常停止の入力は、スイッチを入れた瞬間にコントローラが停止するため、入力 ON 
の状態が表示されることはありません…。 

 
◆出力の変更 
出力の状態を変更します。変更可能な項目は、以下の４つです。 
① 出力１の ON/OFF 
② 出力２の ON/OFF 
③ ブレーキ使用の有無 
④ 電流制限(カレントダウン)の有無 

 
出力１と出力２は、クリックするたびに ON と OFF が切り替わります。 
変更したい状態を選んでから、[変更]ボタンをクリックして下さい。 
[参考] 
● 出力１と出力２は、クリックして状態を変化させただけでは、出力は変化しません。 

状態をセレクトしてから、必ず[変更]ボタンをクリックして下さい。クリックした 
時に TX コントローラと通信を行い、状態を変更させます。 

● [入出力の状態]と[出力の変更]では、TX コントローラと通信を行います。お使いの 
パソコンと TX コントローラを通信ケーブルで接続して下さい。 



TX-P1 PC-Software 

 

 - 28 - 

                TX-P1 メニュー解説                   
 
 

[パラメータ]     [表示]－[パラメータ] 

 
パラメータウィンドウを表示し、パラメータの編集を行います。主に 

①TX コントローラからパラメータを読み込み 
②TX コントローラへパラメータを書き込む 
③ファイルに保存したパラメータを読み込む 
④パラメータをファイルに保存する 

といったことができます。 
パラメータの各項目の内容については、「パラメータの編集」P.22 を参照してください。 

 

コマンドボタンについて 

[出荷時設定]  

出荷時のパラメータに戻したいときに使用します。ボタンをクリックすると、機種選択画面に

なりますので、お使いの機種を選択してください。 
 

◆ファイル 
[ファイルの読み込み] 

保存されているパラメータファイルを読み込み表示します。 
 
[ファイルへ保存する] 

表示されているパラメータを、名前を付けてファイルに保存します。 
 
[ファイルと照合] 

表示されているパラメータとファイルに保存されているパラメータを照合します。 
 
◆コントローラ 
[コントローラから読込み] 

コントローラ内のパラメータを読み込み、表示します。 
 
[コントローラへ書込み] 

表示されているパラメータをコントローラへ書き込みます。 
 
[コントローラと照合] 

表示されているパラメータとコントローラ内のパラメータを照合します。 
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[オプション]     [表示]－[オプション] 
 
◆通信ポート 

 
通信ポート設定 
通信ポート No を設定します。通信ポートは COM１～９まで設定可能です。 

標準では、COM１が設定されています。設定が正しくない場合、TX コントローラと通信を行

った際に、TX-P1 が強制終了されることも考えられます。通信がうまくできないときは、通信

ポートの設定を確認して設定を行ってから、再度実行してみて下さい。 
   
 ソフト起動中は通信ポートを占有する 
 パソコンの機種によっては、通信するたびに通信エラーとなってしまうパソコンがあります。

特にノートパソコンにこのような現象が見られます。これはパソコンのハードウェア制御の特性

に起因するものですが、機種によってはここにチェックをつけることによって、解決できる場合

もあります。 
 
◆パラメータ表示 

パラメータの詳細表示をさせたいときに、チェックを付け、パラメータウィンドウを開くと、

パラメータウィンドウが拡張表示されます。標準で非表示になっているパラメータは、変更しな

いで下さい。変更されると、正常に動作しなくなる可能性があります。 
 
◆ｅｔｃ 

ブレーキ設定値を変更します。設定値およびその内容は、パラメータの「原点復帰後出力」の

ブレーキ設定と同じです。 
（※ 現在ブレーキは使用していませんが、将来使用する可能性があります。設定を変更しない

で下さい。設定を変更されると、正常に動作しなくなる可能性やモーターが温度上昇する可能性

があります。） 
 
コマンドボタンについて 
[設定]  ：設定を変更してオプションウィンドウを閉じます。 
[キャンセル] ：設定の変更をキャンセルしてオプションウィンドウを閉じます。 
[閉じる]  ：設定の変更をせずに、オプションウィンドウを閉じます。 

 

[コントローラのバージョン]   [表示]－[コントローラのﾊﾞｰｼﾞｮﾝ] 
 
 

TX コントローラのバージョンを表示します。 

例：コントローラのバージョン 100 

コントローラのバージョン、”100” であることが表示されます。 
（コントローラからバージョン情報の収得に失敗すると、「バージョン情報 なし」が表示さ

れます。） 
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[通信モード]     [コントローラﾓｰﾄﾞ変更]－[通信ﾓｰﾄﾞ] 
 

TX コントローラの動作モードを通信モードに変更します。 
通信モードでは、TX コントローラとの通信が許可されます。 
通信モードでは外部起動が許可されず、外部からの信号で TX を動かすことはできません。 

 
・ このコマンドで切り替えるのは、TX コントローラの動作モードであり、本ソフトウェアー

の[モード変更]とは関係ありません。 
 
 

[外部起動モード]    [コントローラﾓｰﾄﾞ変更]－[外部起動ﾓｰﾄﾞ] 
 

TX コントローラの動作モードを外部起動モードに変更します。 
外部起動モードでは、外部からの信号によって TX を動かすことができます。 
通信を行った後に、そのまま外部信号によって TX を動かしたいときに使用して下さい。 

 
・ このコマンドで切り替えるのは、TX コントローラの動作モードであり、本ソフトウェアー

の[モード変更]とは関係ありません。 
 
 

[目次]     [ヘルプ]－[目次] 
 

TX-P1 のヘルプを表示します。 
目次から項目を選択し、操作方法などを知ることができます。 
またキーワードを使って、知りたい情報について検索することもできます。 

 
 

[バージョン情報]   [ヘルプ]－[バージョン情報] 
 

TX-P1 のバージョン情報を表示します。 
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